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1
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
運

動
公
園
の
陸
上
競
技
場
が
全
面
改
修
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
走
路
が
全
天
候
型
の
舗
装
に
改
良
さ

れ
、
コ

ー
ス
数
も
増
え
る
ほ
か
、
観
覧
席
の
数
も

四
百
席
増
え
ま
す
。
三
干
㍍
障
害
物
競
走
設
備
や

マ
ラ
ソ
ン
グ
ー
ト
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

工
事
の
終
了
は
、
平
成
6
年
9

月
の
予
定
で
す
。

運
動
公
園
の
全
面
改
修
工
事

は
今
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成

6
年
9
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。

今
回
改
修
さ
れ
る
主
な
内
容

は
、

(
1
)
雨
天
の
と
き
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
走
路
を
す
べ
て

全
天
侯
型
の
舗
装
に
改
修
し

ま
す
。
コ

ー
ス
の
数
も
増
や

し
ま
す
。

ぼ
観
覧
座
席
数
を
、
千
七
百
席

か
ら
二
千
百
席
に
増
や
し
ま

す
。

倒
新
し
い
施
設
と
し
て
、
三
千

㍍
障
害
物
競
走
設
備
や
マ
ラ

ソ
ン
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
。

今
回
の
改
修
が
終
わ
る
平
成

6
年
に
は
、
1
0月
に
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
県
民
体
育

大
会
の

会
場
と
し
て

使
わ
れ

る
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
利
用
は
、

今
月
か
ら
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

完
成
後
の
利
用
申
し

込
み
に

つ
い
て
は
、
随
時
広
報
ま
つ
ど

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

蠢
ス
ポ
ー
ツ

課
(
運
動
公
園
内
)

a
6
3
-
9
2
4
1
番

運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場

は
、
と
て
も
走
り
や
す
い
コ
ー

ス
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
度
の
工
事
で
、
全
天
候
型

の
走
路
に
な
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

全
日
本
通
信
陸
上
競
技
大
会

千
五
百
㍍
優
勝

第
一
中
二
年

町
野

聡
く
ん

陸上競技場の完成予想平面図

全
天
候
型
舗
装
路
に
改
良
し
ま
す

運動公

園

陸上競技場を全国改

修

わ

た

し

の

夢

小林孝至くん(栗ヶ沢ノ)学校4年)

ぼくの夢は、昆虫はかせになることです。

虫をつかまえたり、図かんで調べるのが好き

です。ファーブルのような人になって、本に

のるほどの研究をしたいと思います。 捕まえた昆虫を調べる小林くん



市
内
9
番
目
の
消
防
署
オ
ー
プ
ン

大
金
平
消
防
署

「
通
報
か
ら
消
防
車
の
到
着
ま
で
八
分

以
内
」
を
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
達
成

す
る
た
め
に
、
市
内
九
番
目
の
消
防
署
・

大
金
平
消
防
署
が
、
1
0月
1
日
に
開
署
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
安
全
を
守

る
消
防
が
一
層
充
実
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

大
金
平
消
防
署
に
は
救
急

車
・
消
防
車
な
ど
四
台
、
職
員

は
二
十
五
人
を
配
置
し
て
、
管

内
面
積
三
・
二
八
平
方
㌔
㍍
、

人
口
二
万
七
千
八
百
六
人
を
守

り
ま
す
。

新
し
い
消
防
署
の
建
物
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
八
九
六
・
〇
三
平

方
㍍
。
屋
根
を
切
妻
屋
根
に
し

た
り
、
壁
に
「
ま
と
い
」
の
陶

壁
画
を
設
け
た
り
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

管
轄
区
域
…
幸
圧
.
幸
圧
一
丁

目
か
ら
幸
田

五
丁
目
ま
で

、
平

賀
、
中
金
杉
、
中
金
杉
一
丁
目

か
ら

中
金
杉
五
丁
目
ま
で

、
大

金
平

、
殿
平
賀
(
慶
林
寺
台
の

う
ち
常
磐
線
以

南
を
除
く
)
、
大

谷
口
(
忠
仲
お
よ

び
指
向
を
除

く
)
、横
須
賀
の
う
ち
武
蔵
野
線

以

北
、
小
金
(
西
の
う
ち
常
磐

線
以

北
)
、
新
松
戸

一
丁

目

頸
大
金
平

消
防
署
(

大
金
平
五

丁
目
四
一
四

番
地
)

容
3
0
-

4
3
1
1

番

心強く感じます

近
く
に
消
防
署
が
で
き
て
、
常
時
、

命
も
財
産
も
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

う
と
、
と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
路
上
に
違
法
駐
車

し
て
い
る
車
が
あ
る
と
、
せ
っ
か
く
の

消
防
車
も
救
急
車
も
入
れ
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
違
法
駐
車
を
な
く

す
よ
う
、
み
ん
な
で
気
を
付
け
た
い
で

す
ね
。

大谷口北自治会会長

岩本公子さん

将
軍
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

写
真
に
見
る
徳
川
慶
喜
・
昭
武
兄
弟

戸定歴史館が
特別展を開催

来
年
は
市
制
5
0周
年

旧水

記念事業の

キャッチフレーズを募集します

平

成
5
年
は
、
市
制
施
行

五
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

一
年
間
を
通
し
て

行
わ
れ
る

記
念
行

事
な
ど
に
活
用
さ
れ

る
、
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
:
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

形
式
:
実
発
表
作
品
で
あ

れ
ば
、
形

式
・
文
字
数
と
も
自

由
賞
…
特
選
(
一
人
)
・
入
選

(二
人
)
=
賞
状
と

記
念
品
、

五

十

周
年

記

念

式
典

に

招

待

。
ほ
か
に
五
十
人
に
記
念

の
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
を
贈
呈

し
ま
す
。

発
表
・
:広
報
ま
つ
ど
1
2月

2
0日
号
で

発
表

※
一
人

何
点
で

も
応
募
可

。

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

。

場
合
に
よ
り
入
賞
作
品
を

補
作
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と

す
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

※
応
募
作
品
に
関
す
る
一
切

の
権
利
は
市
に
帰
属
し

ま

す
。

軣

…一
月
2
4日
出
(
消
印

有
効
)

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
一
点
と
そ
の
意

味
や
意
図
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
、
市
外

の
人
は
勤
務
先
か
学
校
名
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

本
三
八
七
-

五
松
戸
市

役
所

五
十
周
年
準
備
室
へ

▲戸定邸の庭で遊ぶ 子供たち

(明治31年 慶喜撮影)

フラン ス軍装の慶喜( 将軍時代)

戸
定
歴

史
館
で

は
、
開
館
一

周
年
を
記
念
し
て

、
最
後
の
将

軍
徳
川
慶
喜
と
写
真
の

関
わ
り

を
探
る
特
別
展
「
将
軍
の
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

慶
喜
は
幕
末
期
か
ら
写
真
に

興
味
を
持
ち
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
三

世
寄
贈
の
軍
服

姿
な
ど
多
く
の

肖
像
写
真
を
残
し
て
い
ま
す
。

将
軍
職
を
退

き
、
明
治
に
入

る
と
彼
は
全
国
各
地
を
精
力
的

に

撮
影
し
ま
し

た
。

慶
喜

の

弟
に

あ
た

る

、

徳
川

昭

武
の

別

邸

で

あ

る
戸

定

邸

に

も

度

々
訪

れ

、

松

戸
の

風

景

も

カ

メ
ラ

に

収

め

て

い

ま
す

。

特

別

展
で

は

、

ほ

と
ん

ど
が

初

公

開
の

慶
喜

に

関

係
す

る

写

真

、

彼

が

使
っ

て

い

た

カ
メ

ラ

な

ど

、

約

二
百

四

十

点
を

一
堂

に

公

開
し

ま
す

。

会

期

…

前
期
=
1
0
月
9

日

窗

～
1
1
月
3
日
竭
、
後
期
=
1
1
月

7

日

出
~
1
2
月
6

日

㈲

入

館
料
・
:
大

人

二

百
六

円

、

小

中

学

生
百

三

円

寮
月

曜
日

は

休

館

し

ま

す

。

頽

戸

定
歴

史
館

登
6
2
1
2
0
5

0
番

松

戸
駅

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
利

用

受

け
付

け
と
説

明
会

1
0月
1
2日
㈲
午
後
6
時
3
0分

か
ら
(
時
間

厳
守
)

会
場
市
教

育
委
員
会
会
議
室
(

京
葉
ガ
ス

F
松
戸
ビ
ル
)

持
ち
物
筆
記
用

具
・
印
鑑

東
平
成
5

年
1
月
～
3

月
の
利

用
を
受
け
付
け
ま
す
。
空
き

が
あ
る
場
合
は

、
1
4日
困
か

ら
電
話
受
け
付
け
し
ま
す
。

固

社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
容

6
6
-
7
4
a
u
(
‥
/`番

学
童

保
育

所
指

導

員
を
募

集

勤
務
時
間
午
前
1
1
時
～
午
後

ら
時
3
0分
(

パ
ー
ト
職
員
は
午

後
3

時
~
6

時
)
、
土
曜
日
は
午

後
4

時

ま
で

給
与
月

給

制

(
パ

ー
ト

職

員

は
時

給

制
)

勤
務
地
五
香
六
実
ひ
ま
わ
り
学

童
保
育
所
(
六

高
台
ニ

ー
一
八
)

※
経
験
不
問

鬩
五
香
六
実
ひ
ま
わ
り
学
童
保

育
所
登
8
4
-
0
2
0
6
番
、
夜

間
は
伊
藤
昔
8
4
-
2
9
7
8
番

教
育

委
員

会
会

議
の

開
催

1
0月
8

日
困
午
後
1

時
か
ら

会
場
教
育
長
室

問
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

昔
6
6
-
7
4
5
5
番

1
0月

期

分

を

支

給

し

ま

す

児

童
手

当

の
1
0
月

期
分
(
6

月
~
9

月

分
)

を

指

定
口

座

に

振

り
込

み

ま

す

。

1
0月
1
2
日

囲

以

降
に

受
け

取

っ
て

く

だ
さ

い

。

対

象

…

①
現

況

届

を

期
間

内

に

提

出
し

、
引

き

続

き

受

給

資

格
が

あ

る
と

認
め

ら

れ

た
人

②

平

成
4

年
6

月

以

降

、

新

規
に

認
定

さ

た
人

扠
現

況

届

を

未

提
出

の

人
は

、

至
急
援
護
課
に
提
出
し
て
く

だ

さ

い

。

申

請

は

お

済

み

で

す

か

児

童
手

当

は

、

一
人

目

の

子

ど

も
か

ら

支

給

さ
れ

ま

す

。

対

象
…

平

成
3

年
1

月
2

日

以

降
に

生

ま

れ

た
児

童
を

養

育

し
て

お

り

、

保

護

者
の

前

年

の

収
入

が
一

定

額

禾

満
で

あ

る

人

支

給
額
・
:
月

額

五
千

円

受
付
窓
口
…
援
護
課
、
市
民

課
、
各
支
所

申

請
し

た

翌

月

か
ら

支

給

さ

れ

ま
す

。

固

援

簇

簇

援
護

係

児
童
手
当

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

駐
車
取
り
締
ま
り

期
間
…
1
0月
2
0日

㈹
~
2
6日

㈲
内
容
・
:駅

前
で

の
自
転
車
放

置
防
止
の
呼
び
掛
け
・
放
置
自

転
車
の
撤
去
・
バ
イ
ク
の
不
法

※
1
0
月
1

日
か

ら
1
1
月
3
0
日
ま

で

、

県
下

一
斉

に

放

置

自

転

車
ク

リ

ー
ン

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

を

実

施

し
て

い

ま

す

。

※

自
転

車

を

標
識

、
フ

ェ

ン
ス

な

ど

の

工

作

物
に

チ

ェ

ー
ン

錠
な

ど

で

固

定

す
る

と

、

放

置

自
転

車

撤

去

作
業

の

妨

げ

に

な

り

ま

す

。
こ

の

よ

う

な

場
合

、

チ

ェ

ー
ン

錠
な

ど

を

切

断
し

て

撤

去
し

、

弁
償

は

し

ま
せ

ん

の
で

注

意
し

て

く

だ

さ
い

。

安

全

課
安

全

係



もうすぐ1 年生になる皆さん、

入学前健康診断が始 まります

日 程
実施日 実 施 校 実施日 実 施 校

10/21(40

河原塚小学校

貝の花小学校

新松戸南小学校

11/111*)

幸谷小学校

金ヶ作小学校

古ヶ崎南小学校

27(火)

古ヶ崎小学校

新松戸西小学校

寒風台小学校 13剛

小金北小学校

柿ノ木台小学校

北部小学校

八ヶ崎第二小学校

28團

梨香台小学校

上本郷第二小学校

六実第三小学校

高木第二小学校

17(火)
八ヶ崎小学校

南部小学校

18團

東部小学校

稔台小学校

常盤平第二小学校

常盤平第三小学校

30廁

根木内東小学校

松ヶ 丘小学校

中部小学校

11/400

和名ヶ谷小学校

六実小学校

大橋小学校

横須賀小学校

25團

馬橋小学校

旭町小学校

牧野原小学校

松飛台小学校

6廁
矢切小学校

殿平賀小学校
27廁

相模台小学校

高木小学校

小金小学校
10(火)

常盤平第一小学校

很木内小学校

松飛台第二小学校

12/2 伽

六実第二小学校

馬橋北小学校

上本郷小学校11團
栗ヶ沢小学校

新松戸北小学校

受付時間…各小学校とも午後O 時45分

~1 時15分

来春4 月に小学校へ入学するお子さんの、

入学前健康診断を左表の日程で行います。

該当者には、10月12日(月)に通知書を発送

しますが、通知書が届かなかったり、10月

1 日以降転入した家庭は、保健体育課まで

ご連絡ください。

対象…日召和61年4 月2 日~62年4 月1 日

生まれの人

※通知書裏面の予備調査票に記入して、持

参してください。

蠢教育委員会保健体育課Q66-7459 番

平
成
5
年
度

私
立
幼
稚
園
児
募
集

私
立
幼
稚
園
連
合
会
で
は
、
県
内
私

立
幼
稚
園
と

同
様

に
来
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
各
幼
稚
園

の
園
児
受
け
入
れ
に
は
余
裕

が
あ
り
ま
す
。
期
日

を
守
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

。

願
書
配
布
・
:
1
0月
1
5日
困
か
ら

願
書
受
け
付
け
:
1
1
月
1
日
照
か
ら

閲

各
幼
稚
園
ま
た
は
私
立
幼
稚
園
連
合
会
容
6
8
-
6
1
3

5
番

私 立 幼 稚 園 一 覧

園名 所 在 地 電 話

聖 ミ カ エ ル 幼 稚 園 松戸1126 62-0484

清風幼稚園 馬橋2547 41-2469

矢 切 幼 稚 園 下矢切140 62-4586

常 盤 平 幼 稚 園 常盤平2-21 87-5724

東 漸 寺 幼 稚 園 小金359 41-0859

ひ の で 幼 稚 園 常盤平7-18-2 8アーフ578

中 和 倉 幼 稚 園 中和倉168 41-1505

み や こ 幼 稚 園 松戸新田516 67-3101

栴壇幼稚園 常盤平2-31-2 87-0875

高 木 幼 稚 園 五香六実661 87-4809

あ さ ひ 幼 稚 園 五香六実746 87-6254

北 部 幼 稚 園 根本190 67-3121

高 塚 わ か ば 幼 稚 園 高塚新田144 92-2681
聖 徳 大 学 付 属 幼 稚園 岩瀬531 68-6135

二 三 ケ 丘 幼 稚 園 ニツ木1692 41-4548

松 戸 み ど り 幼 稚 園 仲井街1-32-1 62-6761

む つ み 幼 稚 園 六高台3-50 87-1706

さ つ き 幼 稚 園 金ヶ作145 87-7715

大 勝 院 幼 稚 園 大谷口143 44-2100

い わ さ き 幼 稚 園 西馬橋2-6-23 42-87〔}6

松 戸 い ず み 幼 稚 園 上本郷2794 63-3289

北 松戸 さ つ き 幼 稚 園 北松戸3-6 62-1748

八 照 幼 稚 園 八ヶ崎1032-1 41-1192

干駄堀栴壇幼稚園 干駄堀1865 41-6882

本 源 寺 幼 稚 園 大橋766 91-8592

み や お か 幼 稚 園 小金原3-11 41-6563

聖徳大学付属第二幼稚園 小金原7-14 41-6598

さかえ幼稚園 栄町4-252 61-0532

ま る や ま 幼 稚 園 二十世紀が丘丸山町131 63-9537

明 和 幼 稚 園 稔台812-1 63-4012

高 塚 幼 稚 園 高塚新田295-3 92-6955

八 柱 幼 稚 園 干駄485-15 85-2558

牧 の 原 栴 壇 幼 稚 園 牧の原2-5 85-0907

金 ヶ 作 幼 稚 園 金ヶ作306 85-3050

か き の き 幼 稚 園 三矢小台5-13-4 65-5656

北 丘 幼 稚 園 五香六実713-4 85-4335

新 松 戸 幼 稚 園 新松戸3-256 44-4199

第 二 が さ の さ 幼稚 園 新松戸5-191 45-4722

専 修 大 学 松 戸 幼稚 園 上本郷2-3621 65-1821

い わさ き 第 二 幼稚 園 旭町2-300 46-3164

市長の窓
昭
和
6
2年
9
月
、「
国

立
病

院
等
の
再
編
に
伴
う
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
」
が
国
会

に
お
い
て

成
立
し
、
高
塚
新

田
に
あ
る
国
立
松
戸
病
院
と

柏
市
の
国
立
柏
病
院
が
廃
止

さ
れ

る
こ

と

に
な

り
ま

し

た
。国

立
松
戸
病
院
を
存
続
さ

せ

た
い
と
願
っ
て
い
た
松
戸

市
で

す
が
、
法
律
が
成
立
し

た
以
上
、
む
し
ろ
積
極
的
に

こ

れ
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る

と
の
議
論
が
市
議
会
で

も
多

く
な
り
、
私

も
そ
う
あ
る
べ

き
と
考
え
、
ほ

ぼ
同
じ

時
期

に
市
議
会
に
国
有
資
産
等
取

得
対
策
特
別
委
員
会
が
設
置

さ

れ
ま

し

た

。

さ
ら
に
翌
年
1
1
1
1
一
月
に
は
、

こ

の

病

院
の

土

地
お

よ

び

建

物

の

有

効

利

用

を

広

く

研

究
・
調

査

す

る
た

め

、
「
国

立

療

養

所

松
戸

病

院

跡

施
設

利

用

計

画

検
討

懇

談

会
」

を

、

市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
跡
施
設
は
、
引
き
続

き
病
院
施
設
と
し
て
利
用
す

る
場
合
、
建
物
の
六
倍
以
内

の
土
地
の
払
い
下
げ
価
格

は
、
時
価
の
二
分
の
一
と
な

り
ま
す
の
で
、
市
の
病
院
と

し
て
払
い
下
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
懇
談
会
は
審
議

に
入
り
ま
し

た
。

懇
談
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、

医

師
会
・
歯
科
医

師
会
・
薬
剤

師
会
・
市
立
病
院
の
先
生
方

と
、
市
議
会
議
員
・
市
職
員
も

加
わ
り
、
約
一
年
半
に

わ
た

り
検
討
を
重
ね
、
平
成
3

年

3
月
答
申
が
な
さ
れ
、
且
つ

国
有
資
産
等
取
得
対
策
特
別

委
員
会
に

も
報
告
し
、
了

承

さ
れ
ま
し
た
。

答
申
の
骨
子
は
、
松
戸
市

で
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
二
十
一

世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
備
え

た
「
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
連
携
し
た
包

括
的
な
医

療
の
拠
点
」
、
い
わ

ば
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
と
し

て
発
足
す
べ
き

も
の
と
し
て

お
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
二
百
床
の

病
院
と
五
十
床
の
老
人

保
健

施
設
(

病
院
と
家
庭
の
中
間

に
位
置
し

、
老
人
の

自
立
を

支
援
し
て
家
庭
へ
の
復
帰
を

目
指
す
施
設
)
を
設
置
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
し

た
。
病
院
に
は
、
内
科
・
呼

吸
器
科
・
外
科
・
精
神
科
・

泌
尿
器
科
な
ど
十
六
の
科
目

を
設
け
る
こ

と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

市
は
か
ね
て

か
ら

、
厚
生

省
と
払
い
下
げ
の
話
を
進
め

て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
答
申

後
、
さ
ら
に

運
動
を
強
化
し
、

今
年
6

月
2
9日
、
厚
生
大
臣

と
市
長
と
の
間
で
、
基
本

協

定
の
締
結
に
こ

ぎ
つ

け
、
翌

3
0日
に
は
、
病
院
の
開
設
許

可

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
回
払
い
下
げ
を
受
け
た

土
地
は
三
万
九
千
平
方
㍍

余
、
建
物
の
延
床
面
積
は
一

万
五
千
平
方
㍍
余
で
、
そ
の

他
を
含
め
た
払
い
下
げ
価
格

は
、
五
十
億
五
千
二
百
万
余

円
と
な
り
ま
し

た
。

今
後
は
、
払
い
下

げ
病
棟

な
ど
の
改
修
、
看
護
婦
寮
の

新
築
な
ど
で
二
十
六
億
五
千

万
円
を
投
じ
、
来
年
1
0月
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
近
代
的
な
医

療
機
器
の
購
入
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
開
設
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ

支
出
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
医

師
・
看
護
婦
・
技

術
者
の
確
保
な
ど
、
克
服
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題

も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
名

実
共
に
、
立
派
な
福
祉
医

療

セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

宮
間
満
寿
雄

歯
を
大
切
に

歯
周
病
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

大
人
の
五
人
に
四
人
は
歯

周
病
を
持
っ
て
い
る
と
い

わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し

、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
自
分
で

は
歯
周
病
で
あ

る
こ

と
に
は
気
が
付
い
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
、

歯
周
病
は
む
し

歯
と
同
じ
よ

う
に

、
初
期
の
段
階
で
は
痛

み

を
伴
わ
な
い

た
め
で
す
。

歯
周
病
で
痛
み
を

伴
う
ほ

ど
進
行
し
た
場
合
は

、
む
し

歯
よ
り

も
っ
と
大
変
で

、
も

う
手
遅

れ
と
い

わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

歯
を
失
っ
て
し
ま

う
ケ

ー

ス
が
増
え
て
き
ま
す
。
成
人

に
な
っ
て
か
ら
歯
を
失
う
原

因
と
し
て
は
、
む
し

歯
よ
り

歯
周
病
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多

い
こ

と
は
、
意
外
に

知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
な
の
で

す
。

と
こ

ろ
が
、
幸
い
な
こ
と

に
歯
周
病
の
予
防
は
、
む
し

歯
予
防
よ
り
う
ま
く
い
き
ま

す
。
初
期
の

段
階
で
歯
周
病

で
あ
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
れ

ば
、
予
防
や
治
療
の
手
だ
て

は
あ
る
の
で

す
。

で

す
か
ら
、
歯
周
病
は
予

防
と
早
期
発
見
が
、
非
常
に

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

で

す
。

で

は
「
歯
周
病
の
セ
ル

フ

チ
ェ

ッ
ク
」
は
ど
の
よ
う
に

す

れ

ば
良
い

の
で

し

ょ

う

か
。
次
に
七
項
目
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て

お
き

ま
ず
の
で

、
ご
自
分
で
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

①
歯
肉
が
赤
く
な
っ
た
り
、

は
れ
た
り
し
て
い
る
。

②
歯
肉
か
ら
出
血
す
る
。
た

と
え
出
血
が
時
々
し
か
な

く
て
も
、
歯
肉
か
ら
出
血

す
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
何

ら
か
の
異
常
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

③

常
に
口
臭
が
す
る
。

④
歯
と
歯
の
間
に
す
き
間
が

で

き
て
い
る
。

⑤
歯
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

歯
ぐ
き
が
や
せ
て

、
歯
の

根
の

部
分
が
露
出
し
て
見

え
て

く
る
た
め
で

す
。

⑥
歯
が
グ
ラ

グ
ラ
揺
れ
る
よ

う
に
な
る

。
た
と
え
一
本

で

も
、
こ
の
よ
う
な
歯
が

あ
っ
た
ら
危
険
信
号
で
す
。

⑦
歯
肉
が
む
ず
が
ゆ
い

感
じ

が
し
た
り
、
ど
こ

と
な
く

痛
ん
だ
り
す
る

。

以
上
の
七
項
目
の
う
ち
、

一
つ
で
も
該
当
す
る
も
の
が

あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
歯
科
医
の

と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
行
っ
て

く

だ
さ
い
。
そ
し
て
十
分
に
診

察
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
生
自
分
の
歯
で
か
め
る

よ
う
に
、
さ
っ
そ
く
あ
な
た

も
鏡
の
前
で
歯
周
病
の
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。(

松
戸
歯
科
医
師
会
)

完成予想図



さ

わ

や

か

な

秋

ス
ポ
ー
ツ
で
快
汗
流
そ
う

秋も深まり、皆さんはどうお過ごし

ですか。暑かった夏の疲れも取れ、何

かにチャレンジしようという気になっ

ている方も多いと思います。

読書や芸術活動にも適した季節です

が、秋はスポーツをするにも、最高の

季節です。

市内でも、たくさんのスポーツの教

室や大会が開かれています。今回はそ

んな会場に、おじやましてみました。

今月は市民運動会も開かれます(5

P 参照)。皆さんも、自分の体力や年齢

に合わせて、汗を流してみませんか。

稔
台

浜
松
正
子
さ
ん

昨
年
の
1
0月
か
ら
月
四
回
の
ペ
ー
ス
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

な
ぎ
な
た
を
選
ん
だ
の
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
ス
ポ
ー
ツ

を
以
前
か
ら
や
っ

て
み
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。

規
律
を
守
る
こ
と
を
学
べ
、
姿
勢
も
良

く
な
り
ま
し
た
。

な
ぎ
な
た
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
で
き

る
の
で
、
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

。
牧
の
原吉

川

清
さ
ん

仕
事
が
ら
車
を
運
転
す
る
こ

と
が
多
く
、
ど

う
し
て
も
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
だ
っ

た
の
で
、

広
報
で
知
っ
た
こ
の
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。

教
室
は
、
中
高
齢
者
向
き
と

い
う
こ
と
で
、
柔
軟
体
操
か
ら

始
ま
り
、
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ

て
楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
よ
う

な
内
容
で
す
。

こ
の
教
室
で
基
礎
体
力
を
つ

け
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

や
は
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
濺
す

汗
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

松
戸

岡

部

博

之

さ
ん

テ
ニ
ス
を
ず
っ
と
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
体

力

を
つ
け
よ
う
と
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
に

参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
だ
っ

た
の
で
す
が
、

体
育
指
導
員
さ
ん
が
親
切
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
教
室
を
終
え
た
後
、
地

域
の
サ

ー
ク
ル
に

も
参
加
し

た

い
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
会

社
の
つ
き
あ
い
だ
け
で
は
、
人

間
関
係
が
片
寄
り
ま
す
か
ら
ね
。

すぐに上手になりました

気合いが入ります

中高齢者体験教

室

楽
し
そ
う
で
す
ね

ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
歴
十
年
に
な

り
ま
す
が
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

た
め
に
も
、
勝
敗
に
は
こ
だ
わ

り
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
ボ
ー
ル

が
落
ち
て
か
ら
は
ず
ま
な
い
の

で
、
相
当
走
ら
さ
れ
ま
す
。

運
動
量
が
多
く
足
腰
が
き
た

え
ら
れ
、
運
動
不
足
の
人
に
は

最
高
で
す
よ
。

ハ
ケ
崎吉

沢
嬉
子
さ
ん

み
ん
な
一
生
懸
命
で
す

「あ～はずれちやつた」

五
年
ほ
ど
や
っ
て
い
ま
す
。

お
と
と
し
の
県
大
会
で
は
、
団

体
で
二
位
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

状
況
を
い
か
に
読
む
か
が
大
切

で
す
。
老
若
男
女
関
係
な
く
、

和
気
あ
い
あ
い
と
で
き
る
の
が

い
い
で
す
ね
。

日暮

渡辺恒男さん

第
1
0回
ふ
れ
あ
い
広
場

松
戸
市
福
祉
大
会

障

害

者
と

健

常

者

が
レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン

や

各

種

の

催
し

物

な

ど

を

通
じ

、

互

い
に

ふ

れ

あ

い

、

交

流

を
深

め

な

が
ら

福
祉

に

つ

い
て

考
え

る

場
で

す

。

1
0月
い
1
1
日

㈲

午

前
9

時
4
0
分

~
午

後
3

時

会

場

市
民

会

館

汰
入

場
は

無
料

で

す

ふ

れ

あ

い
広

場

ポ

ス

タ

ー

展

1
0月
6

日

㈹

Λ
1
1
1
1

一
日

㈲

、

午

前
1
0
時
~

午

後
6

時

会

場

文

化

ホ

ー
ル

ギ
ャ

ラ
リ

ー

閲

社

会

福
祉

協

議

会

登
6
8
j
O

5
0
3

番

会場 内 容 時 間

ホール

式典( 福祉善行者表彰) 午前9刪0分~1面30分

講演テーマ「精いっぱい生きなきや」

講師 海老名香葉子
(エッセイスト)

午前10時30分

~正午

軽音楽 午後1時~1時20分
万イ乍踊り・新舞踊り 午後1時25分~1剛5 分

鼓笛 午後1時50分~2時5 分

踊り・歌謡・ダンス 午後2時10分~2時30分

ロックバンド 演奏 午後2時35分~3時

ホワイエ

ほか

パネル展示・サイクルショップ・ふれ

あい電話・作業体駭・バザー・ぬいぐ

るみと写真を撮ろう・クラフトコーナ

ー・g両者用教習自動車展示

午前11時30分

~午後3 時

料理教室
カレーライス・おしるこ・やきそば・

ねた菓子・みそおでん・ポップコーン
午前1働30分~午後2時

2 階

朗読点訳コーナー・手話コーナー・い

けばなコーナー・スタンプラリー受付
午前11BS3&分~午後3時

ガイド ヘルプコーナー 午後1 時~3 時

3 階

ユニーク・ダンス(2 回) 午前11鬪)分~午後2時30分

わら べうた 午後O時30分~1時30分

バザー・パネル展示・おもち
や図書館・折り紙コーナー

午前1鴨30分~午後3 時

10/18

北
部
市
場
ま
つ
り

毎

年

好
評

を

い

た
だ

い
て

い

る

北

部

市
場

ま

つ

り

を

、
1
0
月

1
8日
面

に

開
催

し

ま

す

。

青

果

・
水

産

・

食

肉
の

生

鮮

三

品

の
展

示

即

売

、

そ
の

ほ

か

模
擬

店
な

ど
の

催

し

物

も
た

く

さ
ん

あ

り

ま
す

。

日

時

…
1
0
月
1
8
日

㈲
午

前
9

時
~

午

後
1

時
(

雨

天

決

行
)

会

場

…
松

戸

市
公

設
地

方

卸

売

市

場

北

部
市

場
(

千
葉

県

食

品

流

通
セ

ン

タ

ー

内
)

内

容
・
:
青
果

・

水

産
・

食

肉

の

展
示

即

売
、

模

擬

店
、

も

ち

つ

き

大
会

、
バ

ザ

ー

、
ミ

ニ
S

L

、

卵
の

つ

か

み

ど
り

、

歌

謡

シ

ョ

ー

、
江

戸

太

鼓

、
ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
演

奏

な

ど

交

通
・
・・
馬

橋

駅
東

口

か

ら

新

京
成
バ
ス
「
小
金
原
団
地
行
」

で
食
品
セ
ン
タ
ー
下
車

汰
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

醴
北
部
市
場
ま
つ
り
実
行
委
員

会
昔
4
1
-
6
1
1
1番

活
気

あ
る
展
示
販
売
(
昨
年
)

市民スポーツに関する
問い合わせはお気軽に

スポーツ課063-9P41 番へ

バド

イｍ

ント

ン教

室

な
ぎ
な
た
教
室

グラウン

ドゴルフ

教室



市

民

会

館

期 日 内 容 開演時間

10/11(日) 松戸市福祉大会ふれあい広場 9:40

16圀 戦没者追悼式 14:00

20(火)

松戸市小中学校合同音楽会

10:30

21く) 9:30

22困 9:30

24出 よい歯いい顔二コニコキヤラバン 14:00

25(日) 市民健康づくりの集い-ジャズ体操フェスティバル 13:30

11/ 恫日) 松戸市文化祭民謡民舞大会 9:30

3吩 松戸市文化祭民踊愛好会民踊大会 10:00

* 月 啀日 は休 館。☆印のつ い てい る催し 物 は有 料で す。

蠢 市 民 会 館S68-1237~8 番

五
香
六
実

柿

沼

辰

子

さ
ん

始
め
て
1
ヵ
月
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。
的
に
集
中
し
て

ね
ら

う
緊
張
感
が
い
い
で
す
ね
。

当
た
っ

た
時
は
最
高
で
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
や
っ
た
人

で

な
い
と
分
か
ら
な
い

面
白
さ

が

あ
る
ん
で

す
。

競
技
年
齢
が
長
い
の
で
、
高

齢
の
人
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
の
も
魅
力
で
す
。

ねらいを定めて

常
盤
平
二
丁
目

山
口
礼
子
さ
ん

松
戸
市
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟

の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
卓
球

は
、
室
内
で
気
軽
に
で

き
る
の

が
い
い
で

す
ね
。

集
中
力
と
根
気
が
身
に
付
き
、

反
射
神
経
も
養
わ
れ
ま

す
よ
。

特
に
相
手
の
戦
法
や
ス

タ
イ

ル

に
よ
り
、
弱
点
を
見
抜
い
て

攻
め

な

い

と
勝
て

ま
せ

ん
の

で
、
頭
も
使
い
ま
す
。

私
は
子
育
て
が
一
段
落
し
て

か

ら
卓

球

を
始

め
た
の

で

す

が
、
卓
球

を
通
し
て
、
た

く
さ

ん
の
人

だ
ち
と
友
達
に
な
り
ま

し
た
。

するどいスマッシュが決まります

松
飛
台茂

木

甲

三

さ
ん

市
の
柔
道
連
盟
の
理
事
を
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
小
中
学
生

の
指
導
な
ど
、
底
辺
の
拡
大
に

努
め
て
い
ま
す
。

柔
道
は
子
供
た
ち
が
礼
儀
と

体
力
を
付
け
ら
れ
る
魅
力
の
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
女
性
も
多
い
ん
で
す
よ
。

私
自
身
は
中
学
生
の
時
か
ら

ず
っ
と
柔
道
一
本
で
や
っ
て

き

て
、
現
在
五
段
で
す
が
、
今
で

も
熱
中
し
て
い

ま
す
。

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

の
午

後
ア

時
~
9

時
に
、
運
動
公
園

柔
道
場
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
来
て
、
柔

道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、

ち
ょ
っ

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
ガ
あ

れ
ば
で

き
る
、
手
軽
な
ゴ
ル
フ

と
い
っ
た
風
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

上
手
な
人
も
、
初
心
者
も
、

み
ん
な
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

金
ヶ
作横

山

勉
さ
ん

スイングはゴルフと同じ だそう です

市民アーチェリー大

会

家
庭
婦
人
卓
球
大
会

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
教
室

押さえ込みで一本

市

民

劇

場

期 日 内 容 開演時間

10/9 廊 戸田義明ピアノファンタジー☆ 18:30

11(日) テクニト ーン発表会 10 二00

17土) 松戸名人会 13:30

18日) 馬橋ピアフノ教室発表会 10 二00

20 声楽発表会 13:45

21く) 健康カラオケコンテスト 18:30

22困 ロックバンド 発表会 16:30

23廓 柳家小さん独演会 ☆ 18:30

24(土) 市民健康づくりの集い 13:00

25(日)

ピアノ・エレクトーン発表会 10 二00

ピアノ発表会 13:40

カラオケ発表会 18:30

29困 バンド によるコンサート 17:00

31倒 甲木音楽教室発表会 14:00

11/ 似日) 松戸市文化祭三曲演奏会 10:30

3睨 松戸市文化祭奇術発表会 13 二00

* 月 曜 日は 休館。 ☆印のつ い てい る催し 物 は有 料で す。

蠢]市 民 劇 場068-0070 番

松
戸
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
-

期間 10/9 廁まで 10/1000~10/16R 10/1zm~10/23R

東
露 松 院

ロー書道展

松戸川柳会

川柳作品展
遠藤 晃子展

西
ザ・切り絵・松戸

作 品 展

緑 樹 会

10号展

清窯会

作陶展

蠢社会教育課成人教育係S66-7462 番

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期 間 内 容

10/6 ㈲~ 挧日)
松戸書道教育連盟展

ふれあい広場ポスター展

10/13C火)~18( 日)
麦の会展

陶芸作品展

10/15 附~18( 日) 青少年健全育成ポスター展

10/20C火)~25 日

金曜デッサン会展

松戸あひる会絵画展

松戸女性洋画教室展

10/28W~11/3 吩 松戸市文化祭

11/4 團~8( 日)
グループK 展

丹青会水墨画展

* 月曜日は休館。開館時間…午前10時~午後6 時
黯文化ホール067-7810 番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 時 間 会 場 費用 対象

10/1400

午後3 時

~4 時

図書館本館

無料

一一人

歳く
らい

21團 新松戸市民センター

23廊 市民会館301号室

28團 図書館本館

11/5 困 常盤平市民センター

でんわおはなしキャラバンQ63-9999 番
黯市立図書館S65-5115 番

戸
定
歴
史
館

期 間 内 容

10/9 廊~11/300 将軍のフォトグラフィー(前期)

*月曜日は休館。入館料…大人206円・小中学生103円

[固]戸定歴史館062-2050 番

市
民
運
動
会
に
参
加
を

今
年
も
市
内
各
地
で

市
民
運

動
会
(
第
二
十
一
回
)
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

頽
ス
ポ
ー
ツ
課
昔
6
3
-
9
2
4

1
番

地区名 日 時 会 場 種 目 問い合わせ

本庁 10/10R 午前9時30分から 南部小 運動会種目
松浦

O61-9300

明第1

明第2

10/10吩午前8時a)分から

雨天10/18(1 日)

松戸運動公園
第一中

バレ ーボール
ゲートボール

グラウンドゴルフ

村松

き64-2927

馬橋
11/1(日陛前9時から

雨天11/8( 日)
第三中
八ヶ崎小
八ヶ崎スポーツ広場

ゲート ボール

グラウンドゴルフ

運動会種目 ほか

小川

H62-9249

常盤平
10/18日午前9時から

雨天10/25(1日)
金ヶ 作小

運動会種目

小島

H87-3310

五香
六実

10/106R午前9時から
雨天10/11(1日)

第四中
斉藤

087-4561

常盤平
団 地

10/18(1日陛前9時から
雨天10/25(日)

金ヶ作グラウンド

雨天)常盤平第一小 団地自治会事務所1188-9367

小金
10/10偈午前9時から

雨天10/11(日)

小金北小

(雨天)小金小
ゲートボール
グラウンドゴルフ
運動会種目ほか

中山

041-5261

小金原
10/10S午前8時から

雨天10/11(日)
根木内中

運動会種目

軽スポーツ種目

高橋
n87- フア24

新松戸 10/10汾午前8時30分から
馬橋北小

新松戸南公圃

グラウンドゴルフ

ゲートボールほか

萩原

1541-6413

矢切
10/1廨午前謨30分から
雨天10/25《日)

県立
矢切高校

運動会種目

グラウンドゴルフほか

斉藤

062-1322

母
子
家
庭
な
ど
に
修
学
資
金
を
援
助

母
子
家
庭
な
ど
の
児
童
が
高

等
学
校
等
に
在
学
し
、
満
十
八

歳
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
や
各
種
公
的
年
金
を

受
給
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

修
学
資
金
を
支
給
し
ま
す
。

対

象
・・・
剛
平

成
4

年
4

月

2
日
~
5

年
3

月
1

日

の

間

に

、
一
番
末
の
児
童
が
十
八
歳

に

達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
受
け
取
っ
て
い
た
児
童
扶

養
手
当
や
各
種
公
的
年
金
の
受

給
資
格
が
な
く
な
り
、
受
給
で

き
な
く
な
っ
た
母
子
家
庭
な
ど

で

、
児
童
が
高
等
学
校
等
に
在

学
し
て
い

る
場
合
(

厚
生
年
金

な
ど
の
遺
族
年
金
受
給
者
で
、

母
親
に
受
給
資
格
が
あ
る
場
合

は
該
当
し

ま
せ
ん
)
口
平
成
4

年
4
月
2
日
～
5

年
3
月
1

日

の
間
に
、
一
番
末
の
児
童

が
満

十
八
歳
に

達
し
た
後
、
母
子
家

庭
な
ど
に

な
り
、
児
童
扶
養
手

当
法
に
基
づ
く
受
給
要
件
(
年

齢
要
件
は
除
く
)

に
該
当
し

、

に
該
当
し
、
児
童
が
高
等
学
校

等
に
在
学
し
て
い
る
場
合

※
「
高
等
学
校
等
」
と
は
、
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
高
等

学
校

・
高
等
専
門
学
校
・
盲
学
校
・

ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
・
修

業
年
限
三

年
以
上
の

専
修
学

校
・
各
種
学
校
を
い
い

ま
す
。

支
給
額
…
全
部
支
給
=
一
世

帯
(

月
額
)
二
万
円
、
一
部
支

給
=

一
世
帯
(

月
額
)
一
万
三

千
円

汰
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人

に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
期
間
…
串
請
が
あ
っ
た

月
の

翌
月
か
ら
、
そ
の
年
度
の

3
月
ま
で

必
要
書
類
・
:在
学
証
明
書
、

申
請
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関

通
帳
表
紙
の
コ

ピ
ー
(
郵
便
局

は
不
可
)
、
そ
の
他
必
要
書
類

受
付
期
間
…
児
童
が
満
十
八

歳
と
な
る
月
か
ら
平
成
5

年
2

月
2
6日
ま
で

固
援
護
課
援
護
係

柔道教室



講
座
・
講
演

講

演

「
ア

メ

リ

カ

の

グ

リ

ー

テ

ィ

ン

グ

カ

ー

ド

を

通

じ

て

見

た

最

近

の

人

間

模

様

」

1
0月
1
7
日

出

午
後
1

時
3
0
分

か

ら

会

場

青
少

年

会

館

費

用

三

百

円

蠢

東

葛

国

際

親

善

ク
ラ

ブ

・
西

井

き
4
6
-
5
6
2
0

番

声

楽

勉

強

会

1
0月
2
0
日

㈹

午
後
1

時
3
0
分

か

ら

会
場

市

民

劇
場

費

用

無

料

内

容

日

本

歌
曲

・

イ

タ

リ

ア

歌

曲
ほ

か

、

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・

島

津
勲

氏

周
一
五

味

｀
4
3
-
9
3
5
5

番

秋

の

陶

芸

一
日

教

室

1
0月
8

日

團

・
9

日

窗

、

午

前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
、
午

後
2

時
～
4

時
(

都
合

の

よ

い

時
一

回
)

会

場

陶
松

費

用

五

百

円
(
陶
土

・

焼

き
代

別
)

定

員

各

回
十

二
人

圉

電

話
で

縄

文

土

器
を

作

る

会

・

小

堀
{
1
6
8
-
7
7
2
6

番

へ

さ
う
し

の
会

「
古

典
に
親

し

む
秋
」

1
0月
2
8日
困
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
矢
切
公
民
館

内
容

堤

中
納
言
物
語
な
ど

講
師
桐

朋

学
園
大
学
助
教
授
・
長
江
信

之
氏

費
用
無
料

茴
藤
井

｀
6
4
-
9
4
7
0
番

甲
種
防

火
管

理
講
習

会

1
1月
5
日
團
・
6

日
窗
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

会
場
市

消
防
局

定
員
先
着
百
五
十
人

費
用
四
千
円

匣
1
0月
1
2日
囲
～
2
1日
團
の
間

に
、
直
接
消
防
局
予
防
課
(
四

6
3
-
1
1
1
1
内
線
2
0
8
番
)

ま

た
は
各
消
防
署
へ

と

も
し
び

読
書
会

1
0月
1
5日
團
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
阿
刀
田
高
著
「
夜
の
旅
人
」

費
用
月
七
百
円
(
初
回
三
百
円
)

固
金
氏
四
6
2
-
5
9
4
3
番

市

民

講

座

・

文

学

博

物

館

と

庭

園

美

術

館

巡

り

1
0月
1
7
日

出

午

前
9

時
3
0
分

松

戸

駅

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
前

集

合

コ

ー
ス

東

京

都
近

代

文

学

博

物
館
~

日

本

近

代
文

学
館

～

東

京

都
庭

園

美

術

館
～

国

立

科

学

博

物
館

付

属

自

然

教
育

園

定

員

先

着
三

十

人

費

用
交

通

費

・
入

館

料

は

自

己

負

担
(

約

二

千
円
)

惠
1
0
月
6

日

収

か

ら

、

電
話

で

市

立

図

書
館
{
1
6
5
1
5
1
1
5

番

ヘ

ド

ン

グ

リ

と

落

葉

で

遊

ぶ

1
0鉗
1
1
1
1

一
日

㈲

午

前
1
0
時
~

午

後
2

時

示

雨
決

行
}

会

場

船

橋
県

民

の

森

・
集

い

の

広
場

定

員

五

十
人

費
用

無

料

持

ち

物

昼

食

・

筆
記

用

具

・
図

鑑

(
あ

る

人
)
な

ど

惠
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
〒

2
7
4
船

橋

市
大

神
保

五
八

六
-

二

船

橋

県

民
の

森
管

理

事

務

所
{一一

〇
4
7
4
-
5
7
-
4
0
9
4

番

へ

喜

楽
家

バ

ザ
ー

1
0月
2
5日

㈲
〔
雨
天
の

場
合

1
1月
1

日
面

〕
正
午
～
午
後
2

時

会
場
馬
橋
第
二
公
園

※
バ
ザ
ー
へ
の
出
品
(
主
に
衣

類
)
、当
日
ま
で
の
準
備
と
当

日
の
お
手
伝
い
を
募
集
中

賎
常
盤
平
第
二
小
学
校
内
喜
楽

家
事
務
局
四
8
4
-
3
3
8
7
番

(
午
前
9
時
～
午
後
5

時
、
月

曜
・
祝
日
を
除
く
)

一
人
芝

居
(
ザ
・

西
鶴
)

1
0月
1
8日

収
午

後
2
時
1
0分

開
演

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
八
百
円

内
容
浜

島
代
志
子
氏
に
よ
る
「
西
鶴
さ

ん
が
遊
び
に
き
た
」

匣
西
鶴
一
人
芝
を
観
る
会
・

酒
井
{
1
4
3
-
6
4
5
1番

「
法
の

日
」

無
料

相
談

1
0月
1
5日

團
午
後
1
時
～
4

時
会
場
弁
護
士
会
館
(
松
戸
一
三

三
六
-
七

東
風
園
ビ
ル
)

※
予
約
制
で
す
。

蠢
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部

・
1
6
6
-
6
6
1
1番

小

ブ

ナ

釣

り

大

会

1
0月
1
1
日

㈲

午

前
6

時
松

戸

駅
集
合
会
揚
霞
ヶ
浦
南
岸

費

用

一
般

五

百
円

、
小

・
中

学

生

三
百

円
(
交

通
費

自

己

負
担
)

競

技
方

法

総

尾

数

仕

掛
け

講

習

会
1
0
月
1
0
日

倪
午

後
3

時
か

ら

婦
人

会

館

で

黷

松

戸

釣

り

ク
ラ

ブ
・
井

上

四

6
5
1
(`
)
(
乙
g
)
O
番

園

芸
講

習
会

1
0月
1
5日
困
午

後
2
時
~
4

時
会
場
市
営
金
ヶ
作
育
苗

内

費
用
無
料

定
員
先
着
五

十
人

内
容
秋
か
ら
冬
の
草
花

の
管
理

講
師
千
葉
大
学
園
芸

学
部
・
渡
辺

重
吉
郎
氏

惠
1
0月
1
2日
㈲
ま
で
に

、
電
話

で
市
役
所
内
助
ま
つ

ど
街
と
水

辺
の
緑
化
基
金
へ

催
し

物

江
戸
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
'
9
2

1
0月
1
8日

㈲
午
前
1
0時
~

午

後
1
時
ま
で

会
場
江
戸
川
区

小
岩
菖
蒲
園
(京
成
電
鉄
江
戸
川

駅
下
車
)

内
容
墨
田
区
本
所
保

健

所
・
村
瀬
誠
氏
に
よ
る
講
演

「
み
ん
な
で

知
ろ
う
江
戸
川
の

今
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
江
戸

川
の
未
来
」
ほ
か
各
種
イ

ベ
ン

黯

松
戸

青

年
会

議
所

四
6
7
-

1
9
8
3

番

丸

山

由

利

亜

演

劇

行

脚

ひ

と

り

芝

居

と

語

り

の

旅

1
1 月

7

日

出

午

後
2

時
3
0
分
・

6

時
3
0
分

か

ら

の

二

回

公

演

会

場

市

民

劇

場

費

用

大

人

二

千

八

百

円
(

前

売

り

二

千

五

百

円
)

、

高

校

生

二

千

円

黯

語

り

と

音

楽

の

会

・

丸

山

四

9
1
-
4
7
8
5
番

な

が

い

き

ま

つ

り

1
0
月
1
8
日
㈲
午
前
1
1
時
～
午

後
3

時
ま
で

会

場
勤

労

会

館

費

用
二

百

円

内

容
医

療

講

演

「

心

ゆ
た

か

に

生
き
て

ゆ

く

た

め
に

」

新

松

戸

診
療

所

所

長

・

石
田

一
宏

氏

ほ

か

蠢
松

戸

老
人

医

療

と

福

祉

を
守

る
会

・
松

本
・
1
4
1
-
7
7
1
8

番コ

ン

テ

ン

ポ

ラ

リ

ー

ジ

ャ

ズ

コ

ン

サ

ー

ト

1
0月
2
4
日

出

午

後
6

時
～
7

時

会

場
矢

切

公

民

館

演

奏

メ

ー

デ

ィ
ス

曲

目

「
ミ

ス

テ

ィ

ー
」

「
オ

ー

ル

ザ

シ
ン

グ
ス

ユ
ー
ア
ー
」
ほ
か
費
用
無
料

蠢

矢

切
公

民

館

四
6
8
-
1
2
1

4

番

松

戸

史

談

会

の

史

跡

探

訪

「
増

尾

」

1
0月
1
1一
日

㈲
午

前
1
0
時

東

武

野
田

線

増
尾

駅
集

合

〔
雨
天

時

は
1
8
日

収
に

延
期

〕

内

容

少

林

寺

、

増
尾

城

跡

ほ

か

費
用

三

百

円

窟

神

尾

｀
4
1
-
2
4
5
8

番

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

1
0月
3
1
日

出

午

後
1
1
時
に

伊

勢
丹
松
戸
店
前
集
合
、
1
1
月
1

日

㈲

午

後
い
1
1
1
1

一
時

帰

着

予
定
'

場

所

会

津
駒

ヶ
岳
(

福

島
県
)

費

用

大
人

一

万

二

千
円

、

中

学

生
以

下

一
万

円
(

バ
ス

代

、

保

険

料

な
ど
)

定

員
先

着

四

十

人覬
松

戸

市

山

岳

協
会

・
高

橋

四

8
7
-
1
7
8
4
番

外

国

人

ス

ピ

ー

チ

コ

ン

テ

ス

ト

1
1 月
2
8
日

出

午
後
1

時
3
0
分

か
ら

会

場

市

民

劇
場

内

容

松
戸

市

ま

た

は

周
辺

に

住
む

外

国
人

に

よ

る
日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ
ン

テ

ス

ト

。
時

間

は

五

分
以

内

。

タ
イ

ト

ル
は

自

由

対

象

①
外

国

人
で

両
親

と

も

日
本

国

籍
を

持

た

な
い

こ

と

②

在
日

期

間
が

通

算
五

年
未

満
で

あ

る
こ

と

③
満

十

五

歳
以

上
で

あ

る
こ

と匣

電

話
で

秘

書
課

内

助

松
戸

市

国
際

交

流

協
会

事

務

局
へ

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

1
0月
2
1
日

困

午

後
6

時

開

場

会
揚

市
民

劇

場

費

用

無
料

圜

富

永

四
4
1
-
3
6
2
3

番

松

戸

市

歩

こ

う

会

・

田

谷

の

洞

窟

と

大

船

観

音

め

ぐ

り

1
1 月
1

日

㈲

午

前
7

時

松

戸

駅

市
民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
前

集

合

コ

ー
ス

田

谷

の
洞

窟
-

大

船

観

音
-

フ

ラ

ワ

ー

セ
ン

タ
ー
(

鎌

倉
市
)
・
徒
歩
約
八
㌔

※
午

後
3

時

大

船
駅

で

解

散

費

用

保
険

料

一
人

四

百

円

二

家

族
四

人

ま
で

五
百

円
)

・

交

通

費
な

ど

二

千

七
百

十

円
(

昼

食
持

参
)

定

員
先

着

百

五

十

人圃
1
0
月
1
5
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

住

所

・

氏

名
・

性
別

・
年

齢

・
電

話

番

号
を

記

入
し

、
〒

2
7
1
松

戸

市
上

矢

切

二

九

九
-

一

矢

切

公

民

館

内
松

戸

市

歩
こ

う

会

実

行

委

員
会
(

・
1
6
8
-
1
2

1
4

番
)

へ

ス
ポ
ー
ツ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(9 月1日現在)

○人口461,243 人(-124)

男234,746 人( 一 回)

女226,497 人(-61)

○世帯16 日,478( 一 巳口)

囗
は
前
月
比

後
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ク
ラ

ブ

対

抗

戦

一
~
三
部
天
1
1
月
3
日
(
祝
)
、

四
～
六
部
＝
1
1
月
2
2
日
㈲
、
午

前
9

時
~

午

後
5

時

会

場

運

動
公

園

体

育

館

種
目

団

体

戦

(
ダ

ブ
ル

ス
)

費
用

一

ク

ラ

ブ

三
千

円

※
シ

ャ

ト
ル

は

各
ク

ラ

ブ

持
参

匣
1
0
月
2
5
日

㈲
午

後
2

時
~
5

時
に

、

運

動
公

園

会

議

室
で

行

う

代

表

者
会

議
で

蠢
松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

長

谷

川
・
1
4
1
-
7
9
2
5

番

サ

イ

ク

リ

ン

グ

教

室

1
0月
1
8
日

㈲
(

雨

天

は
2
5
日

回

、

午

前
9

時
～

午

後
3

時

コ

ー
ス

三

郷

有
料

橋

下
~

葛
西

臨

海

公

園

対

象
中

学

生
以

上

・

三

十
人

費

用

無

料

※
昼

食

持

参

圉

直

接

ま
た

は

電

話
で

、
ス

ポ

ー
ツ
課
(
運
動
公
園
内
)
｀
一
6
3
-

n
Uり乙
4
1

番

へ

松

戸

市

民

地

区

別

対

抗

卓

球

大

会
(
団

体

戦
)

1
1 月
1
5
日

㈲
午

前
9

時
か

ら

会

場
小

金

原

体

育
館

費

用

一

チ

ー

ム
三

千

円

顏

河

原

塚

中
学

校

・

真
田

｀
9
1

-
6
1
6
1

番

秋

季

体

育

祭
(

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス
)一

1
1
1
1

月
3

日

㈲

午

前
8

時
3
0
分

に

受
け

付

け

会

場
栗

ヶ

沢
公

園

庭

球
場

対

象
市

内

在

住
・

在

勤

・
在

学

・
在

ク
ラ

ブ
の

人

種

目
男

女
A
~
D

ラ

ン

ク
別

費

用

一
チ

ー

ム
二

千

円

匣
1
0
月
1
6
日

窗
ま
で

に

、

所
定

の

振
込

用

紙
で

蠢

松
戸

市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
・

小

倉
{一一
4
5
-
0
8
9
9

番

バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
日
本

リ

ー

グ
(
松

戸
大

会
)

1
0月
2
5日
㈲
午
前
1
0時
開
場

会
場
運
動
公
園
体
育
館

試
合

女
子

一
部
=

三
洋
電
機
対
三
井

生
命
、
男
子
一
部
=
三
菱
電
機

対
ア
ン
フ
ィ
ニ
東
京

※
上
履
き
持
参

顏
松
戸
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
・
金
子
8
6
-
7
4
7
7

番新

松
戸

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル

フ

教

室1
0月
1
8日
㈲
午
前
9

時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小

学
校

対
象
市
民

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
木
下

酋
4
5

1
3
4
2
9

番

まつど

今昔写 高 館

松戸まつり ミスまつどコンテスト(昭和49年)

青
空
市
場
(
昭
和
4
9年
)



ご参加ください 情報
東
葛

飾
地

方
中

学
校

駅
伝

競

走
大

会
に

伴
う

交
通

規
制

1
0月
1
7日
出
〔
荒
天
の
場
合

は
1
9日
側
〕
午
前
1
0時
~
1
0
時

4
5分
ま
で

規
制
場
所
中
部
小

学
校
~

古
ヶ
崎
中
学
校
ま
で
の

江
戸
川
沿
い
、
栄
町
一
丁

目
~

新
松
戸
駅
周
辺
、
広
徳
寺
~
大

谷
口
周
辺

固
教
育
委
員
会

保
健
体
育
課
体

育
係
{一一
6
6
-
7
4
5
9
番

し
尿

の

く
み

取
り
・
変
更
・
取

り
消

し

は
、

必
ず
届

け

出
を

新
規
く
み
取
り
を
す
る
場
合

に
は
申
請
が
必
要
で

、
作
業
記

録
カ
ー
ド
か
、
作
業
伝
票
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い

変
更
人
員
、

代
表
者
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
早
め
に
届
け

出
を
し
て

く

だ
さ
い

取
り
消
し
転
出
、
水

洗
化
な
ど
に
よ
り
、
く
み
取
り

が
不
要
に

な
り
ま
し

た
ら
、
早

め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
し
尿
の
申
請
は
、
住
民
登
録

と
は
別
に

な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ

い
。

蠢
清
掃
第
二
課
料
金
係

公

開

建
築
パ

ト

ロ
ー

ル

違
反
建
築
防
止
週
間
の
重
点

事
業
と
し
て

、
1
0月
1
4日

團
に

「
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
す

。

違
反
建
築
を
な
く
し
、
住
み

よ
い
街
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ

さ
い
。

黯
建
築
指
導
課
指
導
係

旅

券
(
パ

ス

ポ

ー

ト
)
の

申

請

手

続

き

な

ど

が

変

わ

り

ま

す

旅
券
事
務
所
所
1
1
月
か
ら
毎

週

土

・
日

曜
日

が

休
み

と

な
り

ま
す
。
開
い
て
い
る
日
の
受
け

付

け

時
間

は

、
午

前
9

時
か

ら

午

後
4

時
3
0
分

ま
で

で

す

。

1
1 月

申
請

分

か

ら

、
出

入

国

手

続
き

の

迅

速

化

な

ど
を

進

め

る

た
め

、

機

械
で

読
み

取

り

が

で

き

る
旅

券

に

な
り

ま

す

。

こ

の

新
し

い

旅

券

は

、
表

紙

の

色

が
紺

色

で

、

大

き

さ
は

縦

百

二

十
五
㍉
、
横
八
十
八
㍉
と
小
型

化
さ

れ

ま

す

。

写
真

サ

イ

ズ

も

縦
四
十
五
㍉
、
横
三
十
五
㍉
と

小

さ

く

な

り

ま
す

。

現

行

の

旅

券
は

、
1
1
月

以

降

も

使
え

ま

す

。

申
請
書
の
様
式
も
1
1
月
か
ら

変
わ

り

、

一
般

旅

券
の

発
給

手

数
料

が

一
万

円
(

印

紙

八
千

円

、

県
証

紙

二
千

円
)

に

な
り

ま

す

。

旅

券
の

取

得

は

、

申
請

か

ら

受

領

ま
で

、

日

曜

・

祝
日

を

除

き

お
よ

そ

八
~

十
日

か

か

り

ま

す

。

黯

東

葛

飾

旅

券

事

務
所

四
6
6
-

4
4
1
4

番

お
知
ら
せ

市
立
病
院
付
属
看
護
専
門
学
校
の
看
護
学
生
を
募
集

松
戸

市
戦

没
者

追
悼

式

過
ぐ
る
大
戦
に

お
け

る
戦
没

者
に

対
し

、
追
悼
の
誠
を
さ
さ

げ
る
と
と
も
に
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
1
0月
1
6日

窗
午
後
2

時
~

午
後
3

時
3
0分

、
松
戸
市

民
会
館
で
、
戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
す
。

遺

族
に
は
、
案
内
状
を
送
り

ま
し
た
が
、
当
日
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
、
ま
た
は
転
入
し
て

き
た
人
は
、
直
接
会
場
へ

お
い

で
く
だ
さ
い
。

黯
援
護
課
社
会
係

さ
わ

や
か

タ
ク

シ

ー
運
動

松
戸
商
工

会
議
所
で
は
、
夕

ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

1
0月
3
1日

出
ま
で
「
さ
わ
や
か

タ
ク
シ
ー
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
は
街
の
大
切
な
顔
。

さ
わ
や
か
気
分
で
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
運
動
に

併
せ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
を
も

と
に
優
良
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
の
表
彰
を
し

ま
す
。
さ
わ
や

か
で
親
切
な
ド
ラ
イ

バ
ー
と
感

じ

た
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
客
席
に

備
え
て
あ
る
ア
ン
ケ
ー
卜
ハ
ガ

キ
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見

を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

蠢
松
戸

商
工

会

議
所

四
6
4
-

3
1
1
1

番

相

談
員

母
子

福
祉

推

進
員

、

母
子

相

談

員
な

ど

蠢

福

祉

事

務

所
福

祉

係

再

生

自

転

車

を

販

売

し

ま

す

受
付
日
時
1
0
月
1
6
日
午
前

9

時
~

午

後
3

時

、
1
7
日
出

午

前
9

時
~
1
1
時

抽

選

・
販

売

日
時
1
0
月
1
7
日
出
午
前
1
1
時
か

ら

会

場

生

き
が

い

福

祉
セ

ン

タ

ー
(

金

ヶ

作
二

七
七

―
四
)

台

数

・
価

格
四

十

台

・

一
台

五

千
円

～

一
万

一
千

円

交

通

五

香
駅
東

口
か

ら

新

京

成

バ
ス
小

新
山

行

き
」
ま

た

は
「
柏

陵

高

校

行

き

」
で

、

新

栄

町
入

口
下

車

(
五

香

駅
午

前
9

時
2
1
分

・
3
0

分

、
1
0時
4

分

発

が

あ
り

ま
す
)

※
抽
選

日

の
1
7
日

は

、

五

香
駅

東
口

午

前
1
0
時
2
0
分
発

の

事

業
団

マ

イ

ク

ロ

バ
ス

を
運

行

し

ま

す
(

迎
え

の

み
)
。

※
車
で

の

来

場
は

ご
遠

慮
く

だ

さ
い

。

蠢

生

き

が
い

福
祉

事

業
団

｀
8
4

-
3
1
9
1

番

母
子
家
庭
巡
回
相
談
会

サ
ー
ク
ル

松

飛
台

婦
人

体
操

会

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
~
1
1

時
3
0分

会
場
松
飛
台
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
月
千
円
(
入
会

金
千
円
)

蠢
田
辺
公
8
6
-
0
5
4
2
番

リ
ン
リ

ー
ズ
(
混

声
合
唱
)

毎
週
土
曜
日

午
前
1
0時
~
正

午

会
場
明

市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

黯
平
川
四
6
2
-
9
3
4
8
番

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
3
0分

~
8
時
4
0分

会
揚
八
ヶ
崎
市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二
千
円

(
入
会
金
千
円
)

蠢
金
子
{
1
4
5
-
6
1
3
7
番

ま
つ
さ
と
の
会
(
源
氏
物
語

講
読
)

毎
月
第
二
月
曜
日
午
前
1
0時

~
正
午

会
場
婦
人
会
館

費

用
月
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
横
山
四
8
6
1
5
0
7
6番

矢

切

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ

ブ
(
老

化
防

止
の

健
康

体
操
)

毎
週
火
曜
日
午

後
1
時
～
3

時

会
場
矢
切
公
民
館

費
用

月
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
丸
山
四
6
3
-
1
5
6
1
番

稔

台
ペ

ン
習

字
会

毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日
午

後
2
時
~
5

時

会
場
稔
台
市

民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
千
五
百

円
(
入

会
金
千
五
百
円
)

蠢
小
原

｀
6
4
-
5
7
5
8
番

保
健
衛
生

愛

の

献

血

1
0
月
1
2
日
㈲
午
前
1
0
時
~
午

後
4

時

会

揚

市

役

所

窟

健

康

管
理

課

業

務

係

三

歳

児

健

康

診

査

期
日
1
0
月
6

日

・
1
3
日

・
2
0

日

・
2
7
日

の

各

火

曜
日

会

場

松
戸

保
健

所

対

象
平

成
元

年

6
月

生

ま

れ
の

幼

児

※
対

象

者

に
は

健
康

診

査

票
を

送
り

ま

す
の

で

、

記
入

の

上

決

め

ら

れ
た

日

時

に

お
い

で

く

だ

さ
い

。

※
該

当
に

な

っ
て

い
て

健
康

診

査

票

が
届

か

な
い

場
合

は

、

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
要
領
で
記

入

し

て

ご
連

絡

く

だ
さ

い

。

家

庭

看

護

教

室

対
象
家
族
に
お
年
寄
り
や
病

人
の
い
る
人
、
将
来
の
た
め
、

家
庭
看
護
を
勉
強
し
た
い
大

定
員
先
着
二
十
五
人
(
男
性
歓

迎
)

惠
1
0
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
参
加
動
機
を
記
入

し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
松

戸
保
健
所
保
健
指
導
課
家
庭
看

護
教
室
担
当
(
f
1
6
1
-
2
1
2

1
番
)

へ

療

育

相

談

1
0月
8
日
困
午
後
1
時
～
1

時
3
0分
の
間
受
け
付
け

会
場

松
戸
保
健
所
対
象
乳
児
股

関
節
脱
臼
検
診
未
受
診
者
、
整

形
外
科
学
領
域
の
診
察
・
相
談

な
ど
を
希
望
す

る
人

※
乳
幼
児
は
母
子
手
帳
持
参

圉
電
話
で
松
戸
保
健
所
四
6
1
-

2
1
2
1
番
へ

期 日 曜日 内 容 時 間 会場

10/30

毎

週

金

曜

日

・高齢化社会を迎えて
・自己紹介
・家庭看護の心構え

午後1 時

~4 時

松戸
保健
所

11/6
・特別養護老人ホーム「緑

風園」見学実習

・老人の特徴について

午前9 時30分

~午後3 時

緑

風

園

13 ・家庭看護の実際 午後1 時

~4 時

20 ・家庭看護の実際 午後1 時

~4 時

27
・高齢者の栄養と食事
・調理実習および会食

・実年期の過ごし方

午前9 時30分

~午後2 時

12/4

・いざという時役立つ福祉
制度

・虹の会(自主サークル)
・座談会

午後1 時

~4 時

E
F

緑

風

閲
一

松
戸
保
健
所

松
坂
慶
子
サ
イ
ン
会
(
昭
和
6
1年
)

10月3 日・4 日両日盛大に行わ

れた「松戸まつり」は、今年で19

回を数えました。第1 回は昭和49

年、それまでの「産業まつり」を、

市民総参加のまつりにしようと名

前を変えて行われました。多くの

市民が参加してのまつりの様子を、

広報課の記録写真の中からご紹介

します。意外なタレントも登場し

ていますよ。

ビ ンクレディーガ出演( 昭和51 年)1〉

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………Q68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時

テレホンサービス……………………066-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………Q66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時
衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支所(62)3181

●東 部支 所(92)3061

看護科3 年課程 准 看 護 科

募集人員 各40人

願書受け
付け

｀1/130O~20(水) 1/22R~29 愬

午前9 時~4 時
(土曜日は正午まで、日曜日は除く)

試

験

日

一

次
1/31(i日) 2/13d)

一
一
次

2/2C 火) 2/15C月)

受験資格 大学に入学する資格
のある人

高等学校に入学する

資格のある人

問い合わせ 市立病院付属看護学校067-4444 番

ハガキ要領蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

一`

6
1
1
n乙
l
n乙
1
番

日 時 会 場

10/121月) 馬 橋 支 所

2明) 常 盤 平 支 所

11/91月) 矢 切 支 所

1明 小金原市民センター

12/14(1月) 新松戸市民センター

1/110月) 東 部 支 所

2/81 月) 小 金市民センタ ー

3/1700 六 実 支 所

午
後
1
時
3
0分
~
3

時
3
0分



すてきな松戸大賞

河野さんほか5人が受賞

「
す
て
き
な
松
戸
大
賞
」
は
、
鬩

松
戸
青
年
会
議
所
二
十
五
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
経
済
・

学
術
・
文
化
・
芸
術
・
福
祉
・
ス

ポ
ー
ツ
・
国
際
関
係
・
環
境
問
題
な

ど
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
若

者
を
市
内
か
ら
選
考
し
、
顕
彰
・

支
援
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。9

月
2
0日
日
、
市
民
会
館
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
推
薦
を
受

け
た
二
十
三
人
の
中
か
ら
、
大
賞

に
河
野
正
幸
さ
ん
、
優
秀
賞
に
は

小
澤
英
明
さ
ん
、高
杉
伸
一
さ
ん
、

松
戸
市
理
科
同
好
会
、
障
友
会
、

塩
川
政
希
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
先
立
っ
て
、
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
候
補
者
の
紹
介
も
行
わ

れ
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
に
会
場
か
ら

盛
ん
に
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

優 秀 賞

テニスを通じて
青少年の健全育成

小澤 英明さん

憂秀賞

会社の休日を利用して

ボランティア活動

高杉伸一さん

大賞

ジヤンルにとらわれない

音楽文化の普及で活動

河野 正幸さん

学生のころに感銘を受けた

市民の手づくりコンサートガ

契機となって、合唱の指導を

通じた地域活動を始めました。

この受賞を励みに、これか

らも頑張りたいと思います。

優 秀 賞

受賞者の皆さん

自分の苦しい体験を通して

シンナー少年たちを指導

塩川 政希さん

優秀 賞・

身障者の仲間左ちと

リバーサイド 花壇を造成

障友会(村山四士男会長)
本田真一さん

優秀賞

「自然に親しもう」を合言葉に

自然保護と環境保全を行う

松戸市理科同好会

難波 幸男さ/し 佐久間 俊行会長

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

インドネシアの子どもたちに

絵本をありがとう

都合により、「人」と「この数なあに」は

休載します。

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話 題・身近な出来 事など)

をお 寄せく ださい 。採用の方に

は記念品を差し上げます。

罔広 報課

絵
本
に
見
入

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
田
畑
さ
ん

「広報まつど」5 月20日号の紙上で、イ

ンドネシアの子どもたちのために、市民の

皆さんに絵本の提供をお願いしました。

皆さんから 提供さ れた絵本は約5,000 冊。

このうち、翻訳が加えられた幼児向けの

絵本など約1.500冊が第1便として、インド

ネシア文部省を通じて現

地の図書館や幼稚園・保

育所などの幼児施設に送

られました。

田畑さんのお話による

と、絵本を贈られた子ど

もたらは大喜びで、目を

輝かせながら絵本に見入

っていたということです。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
イ
ン

ド
ネ

シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
絵
本
を

送
る
会
会
長

田

畑

智

枝

さ
ん

東関東大会を連覇
旭少年サッカ ークラブ( 杉野洋央

会長) の4 年生チームガ、8 月23日に

茨城県勝田市で行われた東関東大会

(干葉・茨城・栃木県の代表6 チーム

で対戦) で、昨年に引き続き優勝しま

した。

このクラブ には、地元の旭町小学校・

馬橋小学校に通う児童約150 人 が参加

し、20 人ほどいるコーチもほとんどが

父親。

毎週土・日曜日に行われる練習でも、

厳しさ の中 に和やかさがう かがえま

す。

どうやら 優勝の原動力は、この抜群

のチームワークにあるようです。

(左から) 佐藤 佳 くん(旭町小4 年)

新堀 哲也くん(馬橋小4 年)

藤田 修弥くん(旭町小4 年)

練

習
は

厳
し

い

け
れ

ど
、
思
い
つ
き
り
ボ
ー
ル

を
蹴
れ
る
し
楽
し
い
よ
。

今
の
チ
ー
ム
は
、
ま
だ

負
け
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

来
年
も
優
勝
し
た
い
な
。

で
も
、
県
の
予
選
に
は

百
七
十
チ
ー
ム
ぐ
ら
い
参

加
す
る
か
ら
、
勝
ち
抜
く

の
が
大
変
な
ん
だ
。
応
援

し
て
ね
。

旭少年サッカークラブ
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